
※生成AI「Midjourney」で生成した画像を加工したものです。

2023秋号

SAITAMA
ロボティクス

センター

これが

(仮称)だッ!

     埼玉県
ロボティクスセミナー

株式会社
レグミン

ロボット派遣で
農業をアウトソーシング

埼玉ロボネット
分野別研究会

農業編

第1回
レポート
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す
る
こ
と
が
で
き
、
会
費
は
無
料
で

す
。

　

埼
玉
ロ
ボ
ネ
ッ
ト
の
主
な
活
動
内

容
は
、「
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に
関
す
る

研
究
会
や
交
流
事
業
な
ど
の
開
催
、

広
報
の
実
施
」「
ロ
ボ
ッ
ト
に
関
す

る
政
策
、
技
術
動
向
の
情
報
共
有
、

普
及
」「
ロ
ボ
ッ
ト
に
関
す
る
人
材

の
育
成
や
企
業
な
ど
の
技
術
水
準
の

向
上
に
関
す
る
事
業
」「
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ

Ａ
Ｍ
Ａ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー（
仮

称
）
の
活
用
を
促
進
す
る
事
業
」
の

４
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

 

「
埼
玉
県
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
は
、
２
０
２
３
年
７
月

25
日
に
活
動
を
開
始
し
た
、
埼
玉
県

が
設
立
し
た
団
体
で
す
。
略
称
は
、

「
埼
玉
ロ
ボ
ネ
ッ
ト
」
に
な
り
ま
す
。

　

埼
玉
ロ
ボ
ネ
ッ
ト
の
目
的
は
、「
Ｓ

Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
を
拠
点
に
ロ
ボ
ッ
ト

開
発
に
関
わ
る
多
様
な
主
体
が
集
ま

り
、
協
働
し
て
社
会
的
課
題
解
決
に

資
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
及
び
社
会

実
装
を
促
進
し
、
県
内
産
業
の
振
興

と
経
済
的
発
展
を
図
る
」
と
い
う
も

の
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
や
ロ
ボ
ッ
ト

活
用
に
関
わ
る
企
業
、
研
究
機
関
、

教
育
機
関
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
主
体

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
埼

玉
県
と
い
う
名
前
を
冠
し
て
い
ま
す

が
、
埼
玉
県
以
外
を
本
拠
地
と
す
る

企
業
や
研
究
機
関
、
個
人
等
も
入
会

ロ
ボ
ッ
ト
の
社
会
実
装
を

促
進
し
産
業
振
興
を
図
る

関
東
の
交
通
の
要
衝
に
建
設
予
定
の
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
拠
点

こ
れ
が
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

ロ
ボ
ティ
ク
ス
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）だ
ッ
！

イノベーションセンター
コワーキングスペースや貸研究
室を備え、屋内ロボットの実証実
験の場を整備。ロボット開発のハ
ブ拠点として情報を収集・発信し、
効率的な開発支援を実現。

模擬市街地フィールド

SAITAMAロボティクスセンター（仮称）は、圏央鶴ヶ島ICに
隣接した交通の便の良い場所に、約11haの広大な土地を生
かして建設される。

コンソーシアムを形成

扌センター利用企業やものづくり企業、研
究機関等が連携協力する体制を作る。

信号や交差点、歩道、坂道など
多彩な路面環境を模したフィール
ドで、自動配送ロボットや次世代
モビリティなどの実証実験が安全
に行える。

令和8年度開所予定

埼玉県
ロボティクス
ネットワーク

って何？
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今
後
の
埼
玉
ロ
ボ
ネ
ッ
ト
の
活
動

の
中
で
、
核
と
な
る
重
要
な
施
設
が

「
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
セ

ン
タ
ー（
仮
称
）」で
す
。
同
セ
ン
タ
ー

は
、
令
和
８
年
度
に
圏
央
鶴
ヶ
島
Ｉ

Ｃ
近
辺
に
開
所
予
定
で
、
ロ
ボ
ッ
ト

の
開
発
を
行
う
拠
点
「
ロ
ボ
ッ
ト
開

発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）」
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
証
実
験
を

行
う
「
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
支
援
フ
ィ
ー

ル
ド
（
仮
称
）」
か
ら
構
成
さ
れ
、

ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発
に
取
り
組
む

企
業
や
個
人
の
方
が
利
用
で
き
ま

す
。
こ
れ
ら
の
施
設
に
よ
り
、
市
場

規
模
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
「
社
会

的
課
題
解
決
に
資
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
」

の
開
発
を
支
援
す
る
こ
と
が
、
同
セ

ン
タ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
開
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
に
は
、
屋
内
フ

ィ
ー
ル
ド
や
貸
研
究
室
な
ど
が
用
意

さ
れ
、
屋
内
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
証
実
験

や
性
能
試
験
が
行
え
ま
す
。
ま
た
、

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
設
置

し
、
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
の
ハ
ブ
拠
点
と
し

て
、
情
報
の
収
集
・
発
信
や
実
証
実

験
の
成
果
な
ど
の
共
有
を
行
い
、
効

率
的
な
開
発
支
援
を
実
現
し
ま
す
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
開
発
支
援
フ
ィ
ー
ル
ド

（
仮
称
）
は
、「
ネ
ッ
ト
付
き
ド
ロ
ー

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
」「
多
目
的
フ
ィ
ー
ル

ド
」「
模
擬
市
街
地
フ
ィ
ー
ル
ド
」
と

い
う
３
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
構
成

さ
れ
、
ド
ロ
ー
ン
の
自
律
飛
行
か
ら
、

農
薬
散
布
用
ド
ロ
ー
ン
や
測
量
用
ド

ロ
ー
ン
、
自
動
建
設
機
械
、
自
動
配

送
ロ
ボ
ッ
ト
や
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ

な
ど
の
実
証
実
験
を
、
よ
り
安
全
か

つ
効
率
良
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
も
、

埼
玉
ロ
ボ
ネ
ッ
ト
で
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
同
セ
ン

タ
ー
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、
埼

玉
ロ
ボ
ネ
ッ
ト
へ
の
加
入
を
お
す
す

め
し
ま
す
。※

ネット付き
ドローンフィールド
周囲がネットで囲まれているネッ
ト付きドローンフィールド。ドロ
ーンがフィールド外に飛び出すこ
とがないので、自律飛行のテス
トも安全に行える。

多目的フィールド
林地や起伏など多様な地形を持
ち、農薬散布用ドローンや測量用
ドローン、自動建設機械の実証
実験など、多目的に利用できる
フィールド。

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー

が
核
と
な
る

首都圏アクセスの良い鶴ヶ島JCT

扌圏央道と関越自動車道を結ぶ鶴ヶ島 JCT そ
ばにあり、首都圏からのアクセスも良好だ。

6つの主な支援分野

扌主に上記の 6つの分野のロボット開発を支
援していく。

建設スケジュール

農林水産 建設・点検・
保守

物流・搬送 移動・
モビリティ

介護・福祉 ホテル・
外食

令和4年度 基本設計

令和5年度 実施設計

令和６年度～ 建設工事

令和８年度 開所

セミナー会場で集めた
みんなの期待の声

内のさまざまなユーザーやメー
カー、企業とつながれる場所に

なればいいですね。（ロボット開発者） 

上の空論でなく、実機があって、
すぐにトライアンドエラーでき

るような環境整備をしてもらえたら。
（SIer）

壌病害対策のアプリを作ってい
るが、ロボットと組み合わせた

い。               (AI ソフトウェア開発 )
ボット工学などを学ぶ学生とロ
ボネットに参加している企業や

SIer さんと連携して人材育成にも資
する場所になってくれれば。

（大学教員）

ボット活用は、企業の生産性向
上で、県内企業の持続性維持に

貢献することができる。         （銀行）

※本資料は、基本設計時の内容に基づくイメージであり、
今後変更となる場合があります。

※加入案内は裏表紙にあります。

県

机

土

ロ

ロ
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２
０
２
３
年
７
月
25
日
、
埼
玉
県

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設

立
と
と
も
に
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
第

１
回
埼
玉
県
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
セ
ミ

ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ミ

ナ
ー
に
は
、
１
５
０
人
を
超
え
る
参

加
者
が
集
ま
り
、
会
場
と
な
っ
た
コ

ル
ソ
ホ
ー
ル
（
さ
い
た
ま
市
）
は
ほ

ぼ
満
席
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
２
つ
の
基
調
講
演

と
２
つ
の
事
例
紹
介
、
埼
玉
県
担

当
者
に
よ
る
埼
玉
県
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

の
概
要
説
明
、
名
刺
交
換
会
・
交
流

会
の
６
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

１
５
０
人
を
超
え
る

参
加
者
が
集
ま
る

      埼玉県
ロボティクス
セミナー

第1回

レ ポ ート

た
「
ロ
ボ
ッ
ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
環

境
」
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
は
「
施

設
管
理
」「
小
売
分
野
」「
食
品
分
野
」

「
物
流
倉
庫
分
野
」
の
分
野
ご
と
に

行
わ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
施
設

管
理
な
ら
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
自
動
ド
ア
と
の
通
信
連
携

や
施
設
の
床
や
壁
、
段
差
な
ど
の

物
理
的
な
特
性
の
標
準
化
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

日
本
は
、
シ
ェ
ア
は
減
少
傾
向
で

あ
り
ま
す
が
、
世
界
一
の
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
生
産
国
で
す
。
今
後
、
よ
り

一
層
ロ
ボ
ッ
ト
の
社
会
実
装
を
進
め

る
た
め
に
は
、
今
あ
る
環
境
に
後
か

ら
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
の
で
は
な

く
、
ユ
ー
ザ
ー
の
業
務
フ
ロ
ー
や
施

設
環
境
を
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に
適
し

環
境
に
合
わ
せ
る
の
で
は

な
く
環
境
を
変
え
て
い
く

経済産業省
製造産業局
ロボット政策室

佐藤大樹氏

ロ
ボ
ッ
ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

環
境
構
築
を
国
が
後
押
し

ロボットへの寛容さが求められる

ロボット側に完璧を求
めない。「ユーザー側
の受入れ環境のハー
ド・ソフトの整備」と

「多少いびつでも受け
入れる寛容さ」が必要。

ル
ド
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
阪
神

淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
な
ど

の
災
害
を
受
け
、
極
限
環
境
・
災
害

対
応
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
研
究
開
発
が

進
み
ま
し
た
。
１
９
９
０
年
に
噴
火

活
動
を
開
始
し
た
雲
仙
普
賢
岳
の
復

旧
対
策
と
し
て
、
無
人
化
施
工
へ
の

取
り
組
み
が
本
格
化
。
近
年
は
水
害

が
多
発
し
て
お
り
、
水
深
２
ｍ
に
対

応
で
き
る
遠
隔
操
作
運
搬
ロ
ボ
ッ
ト

の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
業
界
団
体
で

あ
る
一
般
社
団
法
人
日
本
ロ
ボ
ッ
ト

工
業
会
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
イ
ン

フ
ラ
老
朽
化
な
ど
の
社
会
課
題
を
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
で
解
決
す
る
た
め
の
ロ

ボ
ッ
ト
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
を

策
定
中
で
す
。
中
で
も
重
要
な
の
が

人
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
共
生
で
す
。フ
ィ
ー

社
会
課
題
を
解
決
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
ビ
ジ
ョ
ン

日本ロボット学会
前会長
株式会社 IHI
技術開発本部技監

村上弘記氏

フ
ィ
ー
ル
ド
ロ
ボ
ッ
ト
の

現
在
地
と
そ
の
課
題

「ロボティクス」「AI」「IoT」の３技術を適用

フィールドロボットで
は「ロボティクス」「AI」

「IoT」の３つの技術を
既存製品に適用。無
線通信に関する技術
開発や標準化が課題。

令和5年度
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メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
セ
ン
サ
ー

に
よ
っ
て
畑
の
畝
を
認
識
し
、
誤
差

１
〜
２
ｃ
ｍ
と
い
う
高
精
度
の
自
律

走
行
を
実
現
し
て
い
る
こ
と
が
特
長

で
す
。
農
業
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
に
は
、

環
境
か
ら
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
や

栽
培
期
間
が
長
く
、
改
良
や
試
験
に

時
間
が
か
か
る
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
難
し
い
点
が
あ
り
、
不
透
明
な

要
件
が
多
い
た
め
、
ア
ジ
ャ
イ
ル
型

の
開
発
手
法
が
適
し
て
い
ま
す
。

　

レ
グ
ミ
ン
は
、
自
律
走
行
型
の
農

薬
散
布
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
て
い
る

ロ
ボ
ッ
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
す
。
活
動

拠
点
は
埼
玉
県
深
谷
市
で
、
ロ
ボ
ッ

ト
に
よ
る
農
薬
散
布
の
代
行
を
複
数

の
農
家
で
行
っ
て
い
ま
す
。
従
来
の

農
薬
散
布
方
法
に
比
べ
て
、
短
時
間

で
作
業
が
完
了
し
、
コ
ス
ト
的
に
も

セ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
畝
を

認
識
し
自
律
走
行
を
行
う

株式会社
レグミン
代表取締役

成勢卓裕氏

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る

農
業
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

農薬散布の代行にコストメリット

農薬散布は、作業面の
ほかコスト的にも心理
的にも負担の大きい
農作業であり、ロボッ
トでの代行に適してい
る。

　

こ
れ
ま
で
ロ
ボ
ッ
ト
は
基
本
的
に

ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
開
発
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
ア
イ
デ
ア
ド
リ
ブ
ン
な

機
器
開
発
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
介

護
・
福
祉
機
器
の
多
く
が
失
敗
に
終

わ
り
ま
し
た
。
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
開

発
は
必
要
で
す
が
、
技
術
者
の
思
い

込
み
は
失
敗
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
の
販
売
ま
で
含
め
た
技
術

の
社
会
実
装
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
こ

と
が
必
要
な
の
で
す
。

　

日
本
は
生
産
年
齢
人
口
が
急
激
に

減
少
し
て
お
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
維
持
す

る
に
は
さ
ら
な
る
効
率
化
、
自
動
化

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、「
官
・

学
」
連
携
に
よ
る
産
業
支
援
、
技
術

開
発
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、
周
辺
環
境

の
整
備
や
中
立
的
な
助
言
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

ア
イ
デ
ア
ド
リ
ブ
ン
な

機
器
開
発
は
失
敗
の
元

埼玉大学大学院
理工学研究科
准教授

琴坂信哉氏

必
要
な
の
は
販
売
ま
で
含
め
た

社
会
実
装
の
イ
メ
ー
ジ

社会実装成功のための３つの秘訣

社会実装を成功させ
るには「誰に売り込む
か」「どんな作業を行
うか」「全てをカバー
しようとしない」の３
つの観点が必要。

　

講
演
終
了
後
、
埼
玉
県
の
担
当
者

か
ら
、
令
和
８
年
度
に
開
所
予
定
の

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）
に
関
す
る
情
報
や

埼
玉
県
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
設
立
経
緯
、
今
後
の
セ
ミ
ナ
ー

予
定
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
名
刺
交
換
会
・
交
流
会
で

は
、
講
演
者
と
の
名
刺
交
換
を
希
望

す
る
参
加
者
の
長
い
列
が
で
き
る
な

ど
、
活
発
に
名
刺
交
換
や
交
流
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
立
場

は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、
国
の
方
針

を
は
じ
め
と
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
に
関
す

る
最
新
情
報
や
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
の
成

功
の
秘
訣
な
ど
、
充
実
し
た
講
演
内

容
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

講
演
者
と
の
名
刺
交
換
や

参
加
者
交
流
も
積
極
的
に
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埼玉ロボネット
分野別研究会
農業編 第1回

レ ポ ート

８
年
度
に
開
所
す
る
予
定
の
Ｓ
Ａ
Ｉ

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
の
主
要
な
支
援
分
野
に
対

応
す
る
形
で
具
体
的
な
開
発
案
件
な

ど
を
検
討
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

事
例
発
表
で
は
、
本
会
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
株
式
会

社
Ｍ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｔ
ｅ
代
表
取
締
役

社
長
の
北
河
博
康
氏
が
、「
ス
マ
ー

ト
農
業
の
可
能
性
と
課
題
」
と
題

　

８
月
24
日
、
新
都
心
ビ
ジ
ネ
ス
交

流
プ
ラ
ザ
で
、
埼
玉
県
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
略
称
「
埼
玉
ロ

ボ
ネ
ッ
ト
」）
の
会
員
限
定
の
研
究

会
で
あ
る
「
埼
玉
ロ
ボ
ネ
ッ
ト
分
野

別
研
究
会
農
業
編
第
１
回
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
研
究
会
は
、
令
和

よ
り
専
門
性
を
持
っ
た

カ
テ
ゴ
リ
ー
別
研
究
会

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
と
ス
マ
ー
ト
農
業
の
促
進
が
鍵

し
、
草
刈
り
ロ
ボ
ッ
ト
や
自
動
制
御

ド
ロ
ー
ン
な
ど
を
活
用
し
た
「
究
極

の
ス
マ
ー
ト
水
田
」
構
想
を
提
案
し

ま
し
た
。
ま
た
、
株
式
会
社
建
設
技

術
研
究
所
の
野
村
奏
史
氏
が
「
農

業
分
野
に
お
け
る
新
事
業
構
想
の
紹

介
」
と
題
し
、
高
付
加
価
値
化
を
実

現
す
る
農
業
経
営
モ
デ
ル
の
構
想
や

選
別
、
冷
凍
加
工
へ
の
ロ
ボ
ッ
ト
活

用
に
つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
合
同
会
社
代
表
社
員
／
Ｃ

Ｅ
Ｏ
の
佐
々
木
剛
氏
が
、「
集
ま
れ
！

農
業
Ｄ
Ｘ
プ
レ
イ
ヤ
ー
」
と
題
し
、

山
形
県
で
立
ち
上
が
っ
た
ス
マ
ー
ト

農
業
に
つ
い
て
の
悩
み
事
な
ど
を
相

談
で
き
る
農
業
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
納

屋
ラ
ボ
」
を
紹
介
し
、
埼
玉
県
で
納

屋
ラ
ボ
を
設
立
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト

を
説
明
し
ま
し
た
。

事例発表を踏まえた
ワークショップ

新規参入や新技術導入を支援

令和5年度

株式会社建設技術研究所　野村奏史氏

扌➡農業へのロボット技術等導入の方向性は３種類考
えられるが、建設技術研究所では主に新規参入者と産
業構造シフトに伴う新技術導入の支援を行う予定だ。

➡扌発表では、埼玉県農林部から埼玉県スマート農業普
及推進プラットフォームについての説明もあった。その
後は、参加者全員がグループに分かれ、発表された事例
への関わりの可能性を検討するワークショップを開催。

スマート水田で収量を向上

➡扌無人自動トラクターやドローン、草刈りロボット、水管理
システムなどの機器やデータを連動させ水田の状態をリアルタ
イムで把握・管理することで労力やコストを削減し、品質や収
量を向上する。

スマート農業のための短期的視点

➡扌「大きく育てるために、小さく始める」。スマート農業のための
コミュニティサロン「納屋ラボ」は、IoT、AI、ロボットを活用し、
後継者不足に悩む農業を、持続可能な産業となるような変革を支援
する活動を行っている。

株式会社 MOGITATe　北河博康氏

ビジネスソリューションパートナーズ合同会社　
佐々木剛氏
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ソ
フ
ト
の
す
べ
て
を
作
っ
て
い
る
こ

と
が
特
徴
で
す
。
何
か
課
題
が
出
た

と
き
に
、
す
ぐ
に
対
応
策
を
考
え
ら

れ
、
ア
ジ
ャ
イ
ル
型
の
開
発
を
実
現

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

現
時
点
で
は
、
ネ
ギ
用
と
キ
ャ
ベ

ツ
／
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
用
な
ど
、
作
物

の
種
類
ご
と
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に

は
１
台
で
い
ろ
ん
な
作
物
を
カ
バ
ー

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

レ
グ
ミ
ン
の
代
表
取
締
役
野
毛
慶

弘
氏
は
、
農
薬
散
布
ロ
ボ
ッ
ト
の
開

発
で
一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
足
ま
わ

り
の
開
発
だ
と
語
り
ま
し
た
。「
最

初
は
タ
イ
ヤ
で
実
験
し
ま
し
た
が
、

畑
を
何
千
回
も
走
る
中
で
、
や
は
り

ク
ロ
ー
ラ
の
方
が
い
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
」。
ま
た
、
レ
グ
ミ

ン
は
、
社
内
で
ハ
ー
ド
、
電
気
回
路
、

足
回
り
の
開
発
に

苦
労
し
ま
し
た

ロボット派遣で
農業をアウト
ソーシング

STORYS

株式会社レグミン

農家の人手
不足を
解消したい

➡野毛慶弘氏は静岡銀行員
時代、農家を支援する中で
人手不足が顕著であると知
り、それを解消するために
レグミンを起業。

ロボットは
一人で運搬と
運用が可能

➡レグミンが開発した農薬
散布ロボット。左右のアー
ムを伸ばして農薬を散布す
る。軽トラックに乗せて運
搬できる。

探
す
！
見
つ
か
る
！
を
叶
え
る

Ｐ
Ｒ
カ
ー
ド
を
つ
く
ろ
う
！

　

埼
玉
県
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
入
会
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
開

発
関
連
企
業
は
、無
料
で
「
ロ
ボ
ッ

ト
関
連
技
術
Ｐ
Ｒ
カ
ー
ド
」
を
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ロ
ボ
ッ

ト
関
連
技
術
Ｐ
Ｒ
カ
ー
ド
は
、
自

社
の
技
術
や
製
品
の
特
長
を
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
す
。
作
成

無
料
で
作
成
で
き

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録

PRカード作成のポイント

し
た
Ｐ
Ｒ
カ
ー
ド
は
、
埼
玉
県
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
運

営
す
る
「
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
企
業
等

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
登
録
・
公
開

さ
れ
る
の
で
、
技
術
や
製
品
な
ど

の
Ｐ
Ｒ
に
役
立
ち
ま
す
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
関
連
技
術
Ｐ
Ｒ
カ
ー

ド
の
様
式
は
、
埼
玉
県
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

事業内容
会社の事業内容を分か
りやすく原則1行にま
とめる。

主要製品
主要製品も原則 1 行で
記入する。専門以外の
人にも分かるように。

キャッチコピー
見る相手が一番注目す
る場所。製品の特長を
一言で記載する。

PRポイント
自社の技術の特長や代
表製品、優位性といっ
たPRポイントを記載。

特記事項
補助金獲得や産学連携
実績、ISO取得、特許、
受賞歴などを記載。

埼玉ロボネット会員
訪問

写真提供：株式会社レグミン



会員募集中！
ロボットに関心のある企業・団体・個人どなたでも

入会費・年会費無料

ロボネットと入会のメリット

https://www.pref.saitama.lg.jp/robotics/

QRコードから

主な会員メリット
ロボット関連企業等の
技術や製品のPRを支援！

会員間の交流機会を提供し
マッチングを支援！

分野別研究会や商談会
などを定期的に開催し、
会員間の交流機会を提
供。ニーズとシーズの
マッチングを支援しま
す。すでに農業編や物流
編等の研究会が開催さ
れ、参加者同士の活発
な交流が行われました。

企画・発行：埼玉県ロボティクスネットワーク事務局　編集・デザイン：角川アスキー総合研究所

●埼玉ロボネットとは
　埼玉県ロボティクスネットワーク（略称「埼玉ロボネット」）は、ロボットに関
心のある法人、団体又は個人を対象にした組織です。 研究会や交流会の実施を
通じて、会員間の交流機会を提供し、 ロボット関連技術の企業マッチングを支援
します。 また、ロボット関連技術PRカードを埼玉県のホームページに掲載し、PR
します。

サイトから

埼玉県ロボティクスネ
ットワークの会員は無
料で、自社のロボット
関連技術や製品をアピ
ールするPRカードを作
成できます。PRカード
はロボット関連企業等
データベースに登録・
公開されます。

QRコードは（株）デンソーウェーブ
の登録商標です。

お問い合わせ
埼玉県ロボティクスネットワーク事務局
埼玉県産業労働部 次世代産業拠点整備担当
☎︎048-830-3934
　 a3760-05@pref.saitama.lg.jp

●サイトやQRコードで簡単に入会できる
 「埼玉ロボネット」への入会は、パソコンのブラウザから公式サイトへアクセス、
またはスマートフォンからQRコードでアクセスすることでも可能です。入会登録
ページにある指示に従って、フォームを埋めていくだけで入会できます。入会
費や年会費は無料です。

埼玉県マスコット「コバトン＆さいたまっち」
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